
京都大学大学院
人間・環境学研究科

文化財に|到する ~'I'j等教育は、 こ れまで考計学 ' 1&築史

学 ・文献史学 ・庭由|史学・美術史学、あるいは攻科系の

関連分野など、大学における各教育部門によって例別に

おこなわれてきた。 しかし、文化財の調査研究者を宵成

するためには、各~ï-I"J分野の枠を超えた学際的な研究、

文化財の実物にじかに接した調査 ・観察や分析を tもな

う教育がますます必要になっている。文化財学の類の大

学教育課程が新設され始めたのは、そうした動向を反映

しているが、文化財に|刻する教育の場としてはまだ一昔11

に限られており不十分である、 という現状にある。

そうしたなかで、当研究所も、文化財行政に資する研

究機関として埋蔵文化財、建造物、文献}k料、嵯|虫!など

の調査研究を推進しながら、その成よ~を学生らに宵併さ

せる活動を一部でおこな っ てきた。 しかし、文化財の '~:J

等教育に対する近年の社会(I{j~請の山まりに!応じ、教育

機能を充実させることもな、務の課題tなっていた。そこ

で1994年、京都大学に大学院人間 ・環境学研究科が設置

されるのを機会に、 文化 ・地域環境学#攻の環境保全発

展論説座の客員分肝を京都|主l立博物館とともに担当する

ことになったので.ある。1997年4月JJUr:、奈文liJfからは

6名が客員教授 ・助教授に1)1イ壬され、千ijl;'lJJl保全論(111 

rl'敏史 ・浅川滋lj})、考古環境学:論(llIfEEli:O、文化財保

存科学論(沢田正11m、文化財保存調査)j法論(光谷桁実・
松井草)、 の科講義・ j資料 ・実習を担当している。

講:i'itやt寅1Plの内鮮は次のとおりである。111'" : 11木時

火考古学の分ff.から、 n本古代の泣跡の分析を;，j且じて、

w令凶家の歴史的特質や各地域の諸環境と IJ¥I家による地
方支配tのl刻わりについて考祭する。i却11:民絞・考古-

!&築史学の分野から、 11本およびアジア諸地域の歴史的

居住環境の現状を把iJi1し、その保全の実態と )jli'l性を論

じる。町田:rl'l1l考古っきの分野から、 iれ陥ノk本寺の発抑

制ヨ旬報告告をi紋り」一:げ、中国における先制 ・j立跡の保存

について検討する。以111:文化財保存科学・の分好から、

文化財資料の理化学(I{j分析 ・保存修似にl則する研究のあ

り方を論じる。光谷:木材組織学 ・年給年代中の分町・か

ら、""，-仁木材の樹程同定、年始年代測定作業を通じて、

考古学との共同研究を般逃するとともに、古環境似元を

おこなう。松井 :環境t'i1j:学の分肝から、動物泣1本・ニ|二

~l分析に l刻する研究:J?の Jt'lt ~，'éや資料分析により、人間の

~ti訴 ・ 環境を復元する 。 講義lま、各自 J点JIIJ として迎-@I

京大て.おこない、他都!恒の学生 も受講している。出現・

実利などは主に当研究所・などでおこなっている。実i切と

しては、 平城宮 ・!制点下fなどの発掘調査や泣物の務.flJ!.、

アジア少数民政住居などの現地制査、全|王|各地の文化財

資料の理化学分析や保存修似、樹種同定や年輪ullJ定、自

然泣物などの採取や磁の|日l定作菜ーなどをナおこなっている。

入学希望者はあらかじめ志望する指導教wを決めて、
liijJUJまたは後JUJの試験そ受ける )j式となっている。奈文

併存H分貯の:手A:定数は?十三戸F.2名であり、毎年数名が

入学 している。1997王子4日現在の学生数は、 "1'1':修士

課程2ij'. 1入、浅)11 :研究生 l人、町田:t~j.士課程 l 年

l人、修士諜程1・2年作I人、研究生 1入、沢悶;博

イて諜政2年l人、 修士課私11・2"1三各 l人、松jl:: IW士

課税2年l入、修士司i私¥2年2人、修士訓i程 1.1r 1人、
である。研究生はいずれも間学生である。修士論文の作

成などにおいては、現状ては科教1きJが自分の所に志望し

てきたこ，;t生そそれぞれ{I占I}]IJに指導するシステムになって
いる。そのため、担当授業科1=11'， 1:実際の佼業内容との

隔たりや教官の専門分野のiiいなEによ って学生にとま

どいが生じないように、できるだけ受験以前あるいは入

学以前に志望学生と教'1¥・との芯;志疎通念凶るよう心がけ

ている。今後ちそうした坊を設けることが必要であろう。

この大学院教育が始ま って3年を過ぎ、 t半・生数も.lV'1え、

条文liJfにおける文化財教育の役:1，iI]Iま増大している。そし

て、 実際の資料に接した教子?の必要上、 ヲ詩文初f治:fl分野

のやL I~ Iま修学JUIII\Jの大半を 当研究所内で過ごすことにな

る。そうした実態を踏まえ、教育効果をifJjめるためには、

今後、学生を快〈 受け入れる体制が研究所全体としてハ

ード聞でもソフト而でも|・分務怖されることが盟まれる。

また、 ヲ詩文砂fの?キ研究ilが、 学生のニーズに応え、作自

の-¥'i-!"J分野を活力、しキII]J.に拘Ii完 しあいながら数千了にあた

れると すれば、 当 (!)f究所で文化J!fの '~:J等教育営実処する

大きなメリ ットと なる と思われ、 そうした体制づく りも

必要であろう。 (山中敏史)
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